
第１２音楽隊による音楽演奏指導

す
る
音
楽
演
奏
指
導
」
を
実
施
し
た
。

演
奏
指
導
に
当
た
り
、
事
前
に
先
生
か
ら
「
基
礎
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
徒
達
が
楽
し
く
演
奏
を

演
奏
指
導
終
了
後
、
先
生
か
ら
「
音
楽
指
導
は
も
と
よ
り
生
徒
達
は
学
校
、
家
庭
以
外
で
は
な
か
な

前
橋
募
集
案
内
所
で
は
、
今
後
も
、
地
域
・
学
校
と
の
連
携
を
深
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

式
か
ら
始
ま
り
、
前
橋
所
長
か
ら
は
自
衛
隊
の
活
動
等
の
紹
介
、
音
楽
隊
長
挨
拶
、
代
表
生
徒
か
ら
は

導
を
実
施
し
た
。
は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
生
徒
も
、
徐
々
に
笑
顔
が
見
ら
れ
、
各
教

し
か
っ
た
」「
ど
う
や
っ
た
ら
音
楽
隊
員
に
な
れ
ま
す
か
」
と
の
感
想
や
質
問
を
い
た
だ
い
た
。

よ
り
多
く
の
生
徒
や
先
生
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

開
校
式
後
は
、
生
徒
達
の
目
の
前
で
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」「
宝
島
」
の
２
曲
を
生
演
奏
で
披
露

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
当
日
の
音
楽
演
奏
指
導
は
、
自
衛
隊
ら
し
く
開
校

葉
を
頂
い
た
。
ま
た
、
生
徒
か
ら
は
「
指
導
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
自
衛
官
の
人
が
優
し
く
て
楽

緊
張
し
な
が
ら
も
堂
々
と
し
た
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

演
奏
指
導
は
、
各
生
徒
の
技
量
確
認
か
ら
始
ま
り
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
指

し
た
。
大
迫
力
の
演
奏
後
、
パ
ー
ト
ご
と
教
室
に
お
い
て
演
奏
指
導
を
行
っ
た
。

室
か
ら
は
美
し
い
音
色
に
交
じ
っ
て
生
徒
達
の
笑
い
声
も
時
折
聞
こ
え
て
き
た
。

か
大
人
（
社
会
）
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
大
変
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
感
謝
の
言

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所
（
所
長　

２
等
陸
尉　

土
屋　

章
）
は
、
令
和
６
年

～憧れの音色を叶えたくて～
２等陸曹　武井　健司

９
月
14
日
、
玉
村
町
立
玉
村
中
学
校
で
陸
上
自
衛
隊
第
12
音
楽
隊
（
隊
長　

１
等
陸
尉　

富
田
淳
子
）

の
支
援
を
受
け
「
玉
村
中
学
校
、
玉
村
南
中
学
校
及
び
玉
村
高
校
の
吹
奏
楽
部
員
48
名
の
生
徒
に
対


